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 平域宮跡第120次発堀調査現地説9月会資料

奈良国立文化財研究所平城宮蹄溌堀調査部

応 lすじめ l乙
1980.3.8 
卯れり雅珀

奈良国立文化歎研究所1ま．昭和42年の沖什次謂査以来、平成宮東院
戸SE11が堀られる。 二の井戸は平面が長方形をレており、名内では

の東南隅l：：おいてこれまで99次， 110次 0)前抜 3次1::.m：：：る発振調査を

実施し↑3 :.9の結果この地威lこ奈良時代前半において久光見模な囮地が

遥成‘1され1．池の同囲1：：はこの地と睾接な閲1糸をもった諸施註が配され'

C い「ここと、北岸 l::.I;!：：の囮速造威以前1：：もすでに建初の造営があり、

東茂地巳の整備が和銅逢都以使かなり早い時期に行われた：：と、囮ぅ也

造営以後1:1同回を塀疇み．南方の道とー 1本となった速物群が存在レ

r::.こ．となと＂が明らかにされている．また名内ばかりでなく、名をとり

まく瑠池部分．この地邑口も する二茶条聞丈蹄と東一坊坊間欠玲＇と

の交点付近の樺租などもこれらの発掘謡l公1：：：よって知られるよう 1：：：な

った．』

今固の発掘鏑査 l;f 従来の鯛底池 t• 未確誌 t• ぁ．っ r：：固ラ也西側の打線を

い認す’る::.と‘

r：：：・ また東ア免の南面天．ク旦とその外俣ljの嘩地や，二条条暦怯准もの娼簾I(.フ

いても従来の成｀泉を椎扇足する目的で・鍋査を行った．

詞歪 I~ り9 年 12. 月 24 日から閉玲され．現在進行中である．花抵面瑾1

2500m' で•ある．．

因
I

遠琺．の概要

その西痔地威 {1)I注袷を肝明することを目的とレ t行っ

叫丘碓詭ざれた 茶良 時9いの遠桔I21ゴ：．建物 71東，塀 10条，囁

12条，井戸 1基，囮ぅ也 1b¥'ある．建物，逓,::はすべzi)忍立註を痢いる．

これらの逢構を人まか）乙；知の 6時期 1：：区 l分レた。囮ぅ也SG5800 

閲連施設、大垣． t需地者和分l←灼Ii!t.は別！：：述べる．

・区国 ＇ ， 
主発祗区中央に東函棟建物 SB10があり．遥吻前面）::/';j:井

覇列ぷ沙r.}̀l¥． 

匡記

る可能性が強レ＼．

東面棟建抑SB12.があ

SB 12 l這峯溝SD14を持ち． SD14 1:建糊の東 1;・折れ曲 n¥° ，，，て南来

し、火垣下を暗堤でぬ 1すて宮外へ琉れ出す．

とこれ 1-:と＇）つく追 L字形の煽囲い SA22

の内俣11I：：そって SD19がめぐ').t届と希の閏1こ1i猿餃sx23 

応
SA 22 

設けられる．

とその

SB 24 I打砂騨外 1乙＼ロナ出す南北諌建物の東側娃であ

埓SA08 

その面恨ljを煽SA17が1士切る．

が'•ある．

が`

SX 23 Iむ屏SA22:の註扉：：：目池を l¥れた珍レい手琺を埓

っ．塀SA08(J)南方は未校出であるが、 : (7)瑶がさら 1：：南へのびる司

能淫もある．係固い研巽I::.?'.Il,1..Iiぃ3(J) ところ不明 t• ある。

現在判明している逢揖しは発堀区の西側三分の一の位置 l喝匡
るSA16・ A のみで•ある．

下l::.SA16-A

匡己
と平行する塀の存在も産えられ、今後.0)検討課題もある．

発堀区を三分する位置I：：ニ来の塀 SA05とSA16-Bhゞ蕊り、9

その外刺1:.平行し～て石組の溝si:l06 

5800と塀SA05 

ぃ空地で． SA 16・ B 

. I囮施SG5800|

との間．．

:.の塀 1ま北鵡 1.·• 東 I'.'.. 折れ曲がる．東側の Jll圭畔

とSD18が設1-rられる．囮地―SG

および塀 SA05とSA16-Bの間 1ぉ建物］等のな

の西恨111こ西向きの建拘SB~O が配される。

発掘邑東瑞1::.おl¥ t.囮地SG5800B西側の汀線を確

認レ f::.。また発掘己の東南禍で 11回地面南の池尻がら d)オ非水施設SD
,＇、,̀心

.,t



•· 5850とSD02を検出し r::.. :.れら ll'S55800A I::.ともなう施設と考え＇

られ．現知 0) とこみそのとりつきの状ラ兄,~不明もある1.

SG 5800 B は発掘区の中央音p7:東候11這 I)出す山用を形成し、｀，函南震

詞江きな円弧択を描いておさまる。岸 l茨や．丈粒の 9バラスを敷<b¥‘'、

よく観祭すぅ噂砂ら応の細h‘ くなるとこみがあり：、その連昇辺 1：：

は打線 l名和て要所 lこ奇•石を配している．このあ r：：りが水房となるの

であみう。(_,.. - ..  : 

1火垣・瑞鴫玲 l 応豆の和本ばす1:・I：：：肖Il平され．その基底蝠ゃ揖

C 
―簗如兄1こついての手が｀がり l填られていかい。々の北俄11雨痣羞：：：つ 1¥

ては部l方的 1-::1泉存のよいと:.みがあみ．雨痣ぅ髯の底は西蝸で 1さ上瑞 (1)

水平 f註立、石を政き、東瑞で 11 バラス敷：である．東瑞 c·,:t ニ峙•類の石

釦氏がある (1)-て・・．ーバラス救を時鞘I：よる仕事の達ふとみれ 1ゴ．少なく

とも 2回．の改修工翡があった:::,l'.'., I::.な).;.

（ 

C 

火垣南方地邑で 13平域名のタト壕（三茶条閏火路北恨II瘍）を枝出レ．

そ(1)“llの瑞池勧I1l.,_も1:i建抑 2棟と塀3条を検出し r：：：．ク杉豪1づ現在煉

出しているものよ l)北仮ljl：：：一時難古いぅ羞の扁があ 1)．ある時期1：：：瑠地

の幅を嵐f’ ているらしい。建物 SB25と堀SA26 1-:t、 この古い溝の理

土を切りこんでつくられている。 SK~9 1;;t平名吟代::...る(/)井戸の可能

性がある。

囚まとめ

調査I~現在進行中であり．最終的な印紐調査完 1 をよ '7 て本紅討し

なけれ 1がならない力＼＇’.現段稽,::.おいて知り徘た範囲の息良と今ィ如の課

題を 3とめておき f2い。

園地5800B l;i今回函恨Ilの打線を検出しr::,izとによってその成模が確

定した。これによれ1ざ東西景大知°im．南北最た長57mで．面積1ま

約1500m'とt‘る。ま f：：相訊施設SD5850とSD02. が｀上層地のもので•

1ないことが I~ IぎJ3月らかとなり｀，これ1：：よって Scr5800 Iこ上層iと下層

旦．時期盛ある-芦,力¥：確l戻視さ払年：：：至i-,た，。下層池の間さく時期．．

這ぅ也の改修時•其月と西岸の建物配置い閑遠Iキ、今坑況課題乙、ある

ヵ＼‘¥比較的釦い誓禰される＇已算月頃を地の改修 i::.文寸比さ仕て告えら

れる (/)1.・・11なかみうが・ 、 9 

囮ラ也曲岸地区の性格づ'1tについては、逹か髯の様組 1：：園地の西硼／を

区画する性格が強く出ている二とが指絢される．：：こで妓出されr：：

南北の琲1な、圏池の西側を画する埠と考えられ、 110；；欠謡周査の成果

とあわせて東院庭囮地区の範囲がl"iIぶ明らかになり．今後東茂全絡

の配置計画を考えていく上で重要な手がかりとなみう。
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視燥及び’特色

5閉 X 3間 (15m x 9 m) 北廂付東西旅遥物

閉 x p．り（ 21m x m) 南北．煉畔物免視II枯主
4閑 X 2閉 (10.18m x S m) 東面棟・方4立やや振れる
13間 以 上 (39 m) 1屈立娃瑶 ， 

4朋以.1::. (12m) ・ -t展立誌瑶

曲 8 閉—―＇南北 9 陣北（系忍長39 m) 塀胴ぃ
17聞 (21m) オ屁立柱琲

l4閉以J:. ; (42 m) 掘立枯塀』結根痰存
l2間以上 (36 m) 掘立桔璃雄根残存
"a1 x 3閉 (21m・x 10.2 m) 西廂付南北辣建物
81 x 1間 (15m X 4 m) SB 200)足場穴

5間 X 2閉 (12m x 4.8 m) 南北棟建物
4M):J..J:. X 3閉 (9.6mx S.9m)南廂付東面棟建物椒訊紆
6間以J:. • (14.4 m) 堀立雄埠，柱根残存
3閏 (?.2 m) 掘立枯婦，雄線該存
5閉 (g m) 掘立姑煽、沐主11a平和揃
3閉 X 幻 社{i4mx 3.＿的n)__南北煉建物，拮猥残登
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